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　環境保全への行動指針

１ ．電力量,化石燃料の無駄を無くし、二酸化炭素排出削減に努める

２ ．資材の省資源化,再生資源利用,廃棄物の3R(減量,再使用,再生利用)に努める

３ ．事業活動としての建設工事における騒音,振動,粉塵防止に努める

４ ．環境に配慮した建築物,工作物等の提案を行う

５ ．事務所における省資源活動(コピー用紙の再利用等）,省エネ活動に努める

６ ．水資源の節水に努める

７ ．環境に関係する法規等を遵守する

８ ．全社員が本方針を認知し、継続的な維持改善を行い環境保全に努める

9 ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します

市山　慎一

制定日：

 私たちは、ますます深刻化する、地球温暖化や今後予想される地下資源の枯渇への対応
として、個人個人でできることを考え「低炭素社会」･「循環型社会」･「自然共生社会」
の実現を目指して全社一丸となり、積極的・継続的に環境活動に取り組みます。

2022年7月1日

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長
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（１） 名称及び代表者名
株式会社ICHIKEN
代表取締役社長　市山　慎一

（２） 所在地
本　　 　社 〒639-0213　奈良県北葛城郡上牧町米山台3-1-23
営  業  所 〒636-0245　奈良県磯城郡田原本町味間18-3

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 市山　慎一　 TEL：090-2700-4250
担当者 織田　竜也 TEL：090-1620-4392

（４） 事業内容
土木工事，舗装工事，外構工事、産業廃棄物収集運搬

（５） 事業の規模
資本金　　　　　　20,000万円
設立　　　　　　　2014年7月　　　　　　　
売上高 万円 （2021年度　2021/7/1～2022/2/28）
従業員　　　　　 名

2ｔ　キャブオーバー 台
3ｔ　ダンプカー 台
4ｔ　ダンプカー 台
8ｔ　キャブオーバー 1 台
8ｔ　ダンプカー 2 台
軽車両 台

台
主要設備

バックホウ 基
（６）

事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ICHIKEN
対象事業所：

対　象　外： なし
活　　　動： 土木工事，舗装工事，外構工事、産業廃棄物収集運搬

8
備考

合計

名称

備　　考

台数

6

台数車種

本 社
営 業 所

18

組 織 の 概 要

34,929

4
1

2

16
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更新日：

・必要な経営資源を準備

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定、見直し

・環境経営レポートの承認
・全体の評価と見直し、指示

・環境に関する実行責任者

・環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標達成に向けた取組実施

・環境関連法規等遵守の取組

・緊急事態対応試行訓練の実施、記録

・環境経営レポートの確認

・問題点の是正、予防

・各種帳票の作成、データ取りまとめ

・環境経営目標、計画書案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

事務部・工事部・工事
現場・全従業員

環境管理責任者
織田　竜也

代表取締役

担当者

馬木　耶帆

市山　慎一
代表取締役

環境管理責任者

2023年3月1日

環境経営組織及び役割・責任・権限

担当者

事務部

馬木 耶帆

工事部

岡田 隆平

工事現場

杉本 隆幸

全従業員

4



□許可の内容

　　建設業許可の内容

奈良県知事　　許可（特－2）　第16600号

令和3年1月15日　から　令和8年1月14日　まで

奈良県知事　　許可（般－4）　第16600号

令和5年2月8日　から　令和10年2月7日　まで

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○

単位

受託収集運搬量 トン

トン

トン

㎥

※2021年調整後二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh

※負荷の実績は工事現場を含む

奈良県

341.1

221.0

令和7年3月23日

令和7年2月23日

令和2年12月16日

令和3年1月4日

許可年月日

管 工 事 業

土木工事業
石 工 事 業
舗装工事業
塗装工事業
解体工事業

02902181822

(７月～2月)
85,166

許 可 番 号

建 設 業 の 種 類

許 可 番 号

許可の有効 期限

02700181822

令和8年1月3日

kg-CO2

許可の有効 期限

許可区域 許可番号

項　目

二酸化炭素総排出量

0.311

関西電力
0.311

関西電力

水使用量

　産業廃棄物排出量

　建設廃棄物排出量

廃棄物排出量

京都府

令和2年3月24日

廃棄物の種類

許可有効年月日

積
替
保
管

令和2年2月24日

136.0

とび・土工工事業
鋼構造物工 事工
しゅんせつ工事業
水道施設工 事業

26.6

建 設 業 の 種 類

大阪府

兵庫県 02803181822

209.7

2022年2021年
150,410

3,070.2

38.3

20600181822

主な環境負荷の実績

令和7年12月15日

1,887.6
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〇
×

〇
✕

✕
✕
〇

✕
〇

✕
✕

〇
✕

〇
〇

✕
〇

✕
〇

〇
〇

＊化学物質の使用は無い

基準年度比
産業廃棄物の削減

㎥

100%
把握期間 100% 100% 100%

100%

34

93%
224

100%
193

95%
23

基準年度比

100%

100%

190
ｔ

基準年度比 100%
把握期間 18

kg-CO2
把握期間
基準年度比

147,644

100%

67

113,171

41
プロパンガスによる二酸
化炭素削減

自動車燃料による二酸化
炭素削減

100%

把握期間
kg-CO2

基準年度比

把握期間 1,917
基準年度比

kg-CO2

100%
原単位 kg-CO2/万円 0.052

基準年度比
環境に配慮した工事の推
進

95%

（目標）
8,243

（実績）（基準値)

把握期間

2023年 2024年2021年
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

6,165 6,042 6,986
6,986

（目標）
8,677 8,503 8,330

（目標）
kWh電力による二酸化炭素削

減

96%基準年度比 100% 98% 113%

2022年

環境経営目標及びその実績

評
価

上段：通期
中段：7月～2月

上段：通期
中段：７月～2月

17

85,166

304
116%

65

145,870

建設廃棄物の削減
ｔ

84%

73%

17

320

21
95% 102%

82,959

147,401150,410
97%

0.092

受託廃棄物のリサイクル
率の向上

％ 100%

上記二酸化炭素排出量合計

建設廃棄物の削減
把握期間

(AS)

(CO)

(AS) 基準年度比

kg-CO2
38

把握期間

把握期間
210

基準年度比

1

行動目標（次項による）

％
把握期間

㎥
145

100%
100%

100%

100%

20 17

100%

100%

100% 100%

受託廃棄物のリサイクル
率の向上

(CO)

80% 70%

100% 100%

95% 94%

100% 100%
100%

92%

100%100%

100%

95%

水道水の削減

110,908

0.051
98% 113%

100%

91%

96%

90%

1

98%

144,692

2,1731,879
95%

0.050 0.049
64

96%

2,699 2,1732,645

34

181

40

36

193

22 27

98%

2,591 2,564

17

203
138 136

199221 136
100%

15

95%
143,215

63

141,739
96%

80%

144,366

90%

36

70%

256
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

・不要照明の消灯
・エアコンフィルターの定期的な清掃
・カーテンやブラインド等による室温上昇防止
・休日はパソコン等の主電源を切る

2021年

2022年

プロパンガスによる二酸化炭素削減

・温水温度の適正化

・食器はまとめて洗う

2021年

2022年

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

1.3
1.2

1.1
1.6 0.9

7月
1.7

0.9

9月

606

10月
1.4

数値目標
○

1,251

8月

1,304 818

○

581
1,234

5月

865
722863 798

3月
512

663
881

○

9月

△

1月

〇

1.3
1.8

1.6

2月11月 4月
2.0 1.9

取組結果とその評価、次年度の取組内容
夏場は例年よりも暑くまた９月ごろまで暑さが続いて、冬場には記録
的な寒波があり、冷房・暖房の使用時間が多かった。エアコンの切り
忘れも何度かあった。経営計画を徹底していくとともに、お互いに声
掛けを実施して目標達成に努める。

4月

✕

6月2月

△・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

7月 10月8月

原単位目標
数値目標

○

12月

達成状況

512628
11月

681
1月

2.22.0
2.8

2.52.0
1.1

2.5

✕

○

471641
726

達成状況

6月5月3月12月

節水ステッカーの表示により給湯器の使用頻度が少なくなり、目標
を達成することができた。引き続き計画を実施していく。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

770

0

500

1,000

1,500

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力(kWh) 2021年 2022年

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガス(㎥) 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

・なるべく一定の速度で走る

・アイドリングストップの実施

・短距離での使用を控える

・車両点検の実施

ガソリン

2021年

2022年

軽油

2021年

2022年

5,478

242
11月

318 146 254

9月

510 367
8月

7月 8月

294

○

246
234

○

10月7月
379

6,663

9月

数値目標

4,180 4,099
10月

3,377

〇

1月
4,648

1月 2月

○

○

372

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

5月

7,786

508

5,029 3,165
2月

3,646
3,5184,423

11月 4月12月 3月

4,8912,931 3,0903,158 3,037

408

アイドリングストップ機能付きの車両を導入し、燃料の抑制につな
がった。また、遠方の現場では相乗りを心掛け目標を達成できた。
引き続き計画を実施していく。

261 228 240247
4月12月 3月 6月

278 315

4,828
2,4113,446

5月 6月

356

0

100

200

300

400

500

600

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン(L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油(L) 2021年 2022年

8



産業廃棄物の削減

・廃棄物の分別促進

・詰め替え製品の購入

・コピー済み用紙の裏面の再利用

・個人の持込ごみの持ち帰り

2021年

2022年

建設廃棄物の削減

・マニフェストにより、廃棄物の分別を徹底する

・リサイクル、再資源化の推進

AS殻

2021年

2022年

CO殻

2021年

2022年

0.0

10月 11月

1.8
9月 10月

28.3

〇

16.4 27.2

0.1

7月 8月 9月
9.4

1.0 1.4
0.5 1.11.3

0.0 0.0 7.57.9 7.5

2.4 1.5 2.2

17.542.640.0

3月 6月
0.4

45.7

○

達成状況

3月

12月
0.0

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

2月
7.9 0.0

0.0

5月 6月
0.07.9

○

2月

○

7月 9月

数値目標

数値目標

12月

0.0

達成状況

✕

7.5 0.0

8月

7.7

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0.0

△

1月

目標を達成することができなかった。段ボールや紙類などはリサイク
ル施設に持ち込むなど工夫をして目標達成に向けて、計画を実施し
ていく。

0.0
6.9

43.4

3月 4月

廃棄物の分別を徹底して行うことができた。また、作業ミスの防止を
徹底し廃棄物の削減に繋がった。引き続き計画を実施していく。

4.5

10月

1月

1月

5月
8.1 4.5 1.9

12月

12.7
11月

34.1

2月
0.2 0.2

6.1

2.2

11月

6月

35.5
12.4

7月

31.29.3
28.7

1.0
8月

8.4 28.5
35.4

4月
0.0
5.9

4月 5月

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

産業廃棄物(㎥) 2021年 2022年

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

建設廃棄物 AS殻(ｔ) 2021年 2022年

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

建設廃棄物 CO殻(ｔ) 2021年 2022年
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受託廃棄物のリサイクル率の向上

・排出先の分別徹底の依頼

・リサイクル、再資源化の推進

AS殻

2021年

2022年

CO殻

2021年

2022年

281.0

1.4 17.0 3.6
0.5 9.4 12.5 20.2 21.6 13.1

16.2

256.1

11月

75.4

○
○

達成状況

数値目標

7月 8月 9月 10月

84.0 254.9

9月 10月
84.4 147.2 258.5 111.5 244.7

7月 8月

9.0
11月

11.6 4.8 10.2 1.4

411.5 319.4

73.2 40.5
20.2 52.8

0.0

54.9

4月

〇
取組結果とその評価、次年度の取組内容

受託した廃棄物は再生材を製造している施設へ排出するため、目
標を達成できた。

6月2月 3月
391.0 318.8 157.8

1月 5月12月

4月12月 1月 2月 5月 6月

359.9

3月

114.3 307.2 383.8

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

受託廃棄物 AS殻 (ｔ) 2021年 2022年

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

受託廃棄物 CO殻 (t) 2021年 2022年
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・節水ステッカーの表示

・日常的に節水を励行している

・ホースに手元バルブを設置している

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進
・工事の効率化

・作業ミスの防止

・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実施）

19

水道水の削減

22 17
7月 8月 4月

達成状況

○

18

達成状況

工事現場周辺の生活環境に配慮した日程選び、作業の実施ができ
た。また低騒音機械等を使用し環境に配慮した施工を行っている。

9月 6月
16 18

18
12 30

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月 2月

18

○

12月

18

×

〇数値目標
○

14 18
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

・産業廃棄物が飛散、流出、地下浸透してないこと
・騒音振動または悪臭等により生活環境の保全に支障ないこと
・保管施設により保管されていること。
・保管場所に表示看板(60×60 品目、管理者の記載があること
・廃棄物の荷重が直接かかる場合は構造耐久力上安全な囲いを設ける。
・車体の両側に｢産業廃棄物運搬車｣｢業者名｣｢許可番号｣の表示があること
・委託処理業者との契約(収集運搬、処分)締結されていること
・委託処分業者との許可期限が有効であること
・委託の際は、処分状況が適切であることを確認すること(努力義務)
・マニフェストが発行され、保管されていること(5年間保管)
・マニフェストの交付状況を知事(県)に報告すること
・危険物が指定数量の1/5を超えている場合は、届出をしていること
・消火器の期限切れがないこと
・指定地域内で特定建設作業を行う者は、その7日前までに市町村長に届出する
・特定建設作業場の敷地境界線で85㏈を超えないこと
・指定地域内で特定建設作業を行う者は、その7日前までに市町村長に届出する
・特定建設作業場の敷地境界線で75㏈を超えないこと
・廃棄の際、指定業者に委託すること
・第一種特定製品廃棄の際の書類が保管されていること
・フロン漏れの際、県に報告すること
・第一種特定製品の簡易点検を行うこと　3か月に一回
・第一種特定製品の定期点検を行うこと(圧縮機出力7.5kw以上)
・石綿含有建材の調査　結果の県への報告
・特定工事：特定粉じん排出等作業の開始14日前までに知事へ届出する
・特定工事者は、特定粉塵(石綿)の排出等作業について作業基準を遵守する
・事業場等敷地境界線における石綿濃度計測
・設置したとき、交換したとき県に届出　廃止時は30日以内に県に届出
・年1回の法定点検を受けること　記録を管理する
・定期的に保守(清掃等)を行うこと　
・低騒音、低排出ガス型建設機械であること　基準適合及びその表示
・使用済みとなった自動車を引き取り業者に引き渡すこと
・新車購入時にリサイクル料金を支払い、リサイクル券を受け取ること
・廃棄の際は適切な業者に引き渡すこと
・廃棄の際は市役所の回収ボックスに入れること
・品質管理　

遵守評価の結果、環境関連法規等への違反はありません。また、関係当局からの指摘・苦情は過去３年間ありません。
環境関連法規等への訴訟はありません。
□外部からの苦情、要望はありませんでした。

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示

　エコアクション21の運用を開始して、以前よりも環境活動に積極的に行なえたと思いますが、社員全員で徹底して行うこ
とはできず、電力・廃棄物は目標を達成することができませんでした。

フロン排出抑制法

顧客要求事項

2023年3月1日

浄化槽法

消防法

自動車リサイクル法

オフロード法

家電リサイクル法
小型家電リサイクル法

大気汚染防止法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

騒音規制法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

振動規制法

廃棄物処理法

「低炭素社会」･「循環型社会」･「自然共生社会」の実現を目指して、一つ一つの目標と計画をしっかりと全員が理解し、全
項目の目標達成に向けて環境活動に取組んでいきます。
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　　■災害時対応の確認訓練 ■避難訓練・屋外避難・点呼

　　■消火訓練 ■安否確認・緊急連絡確認

避難・誘導訓練

安否確認・緊急連絡訓練

安否確認・緊急連絡訓練

2022年6月11日

2022年6月11日

訓練実施日

2022年6月11日
・事業継続計画の応急対応
・事業継続計画の読み合わせ
・各要員が行うべき対応の確認

全社員

訓練名称

災害時対応の確認訓練
（机上にて確認）

訓練名称

特になし

改善点

・災害時の避難・誘導訓練
・地震・火災を想定した屋外避難、点呼
・初期消火

計画内容について前回実施時の要員が
多いことにより話し合いがスムーズに行う
ことができた。

2022年6月11日避難・誘導訓練

緊 急 事 態 対 応 訓 練

全社員

全社員

　　実施状況の様子

訓練実施日

2022年6月11日
災害時対応の確認訓練

（机上にて確認）

・携帯メールを基本に、社員全員への安否を問う連
絡をし、回答を求め、結果を集計する

特になし

屋外への避難・点呼がスムーズに行うこと
ができた。

評価

誘導について人数が多い場
合の想定をして次回に臨み
たい。

訓練の目的と内容 参加者

2022年6月11日
社員安否への連絡を通知せず行ったが回
答も早く集計することができた。
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